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Ⅰ　はじめに
　本学科では１年次履修科目として「教育保育インターンシップ（以下，インターンシッ
プ）」を設けられており，今年度（H24）が 6 回目となる。本授業を受講する学生は，それ
ぞれ現時点での取得希望資格・免許に基づき，保育所，幼稚園，小学校，学童保育の４施
設の中から一つを選択し，5 日間の現場体験を行う。
　本学科のインターンシップの大きな特徴の一つとして，その実施される時期が挙げられ
る。通常，大学生による教育現場でのインターンシップは，学内で一定の学習が行われた
後に実施されるのが一般的であろう。しかし本学科の場合は，1 年次の 8，9 月という早い
時期から開講している。それは本学科のインターンシップを以下のような目的をもち実施
しているからである。
・ それぞれの施設での職務や子どもの実態に対する理解を深めるとともに，それにより自
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抄　　録
　初等教育学科の専門教育科目である「教育保育インターンシップ」の成果と課題につい
て，事前事後２回の調査の結果を中心に検討した。その結果，本インターンシッププログ
ラムが，学生の教育保育職の職務についての理解やそれぞれの施設における子どもの実態
についての理解などを深化させることが明らかとなった。また，インターンシップを通し
て得た知見が自身の進路や適性について内省するためのきっかけとなり，さらには今後の
大学生活における問題意識や課題意識の獲得にもつながっていた。本調査によって，今年
度実施されたインターンシッププログラムは学生に確かな学びをもたらすものであったこ
とが明らかとなった。一方，５日間というインターンシップの短い期間の中で教育保育職
のやりがいをどのように実感させるかなどの今後の課題や改善点も明らかになった。
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